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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）カルボキシビニルポリマー０．０１～２重量％、（ｂ）（メタ）アクリル酸／（
メタ）アクリル酸エステル共重合体０．２２～２重量％を含有する超音波診断用の塗布型
接触媒体。
【請求項２】
　（ａ）と（ｂ）とを合計で２重量％以下含有する請求項１記載の超音波診断用の塗布型
接触媒体。
【請求項３】
　５重量％水溶液の２５℃におけるｐＨが６～８である請求項１又は２記載の超音波診断
用の塗布型接触媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は超音波診断用の塗布型接触媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
超音波診断は、検査面（生体組織）に探触子（プローブ）を接触させ、該探触子から検査
面に対して垂直ないし斜角方向に超音波を発信させて、生体内部の状況を観察している。
この場合、探触子と検査面との間に空気が存在すると超音波の伝達が悪くなるので、接触



(2) JP 4209215 B2 2009.1.14

10

20

30

40

50

媒体を検査面と探触子との間に介在させることが行われる。このような接触媒体としては
、含水組成物等からなる塗布型（ジェル等）のものや、含水高分子成形体等からなるシー
ト型のものが知られている。いずれの場合も、接触媒体には、超音波の伝導率が高いこと
（減衰をおこさないこと）、乾燥しにくいこと、皮膚に対してなめらかな感触を与えるこ
と、安全性が高いこと、防腐効果が高いこと、悪臭がないこと、など、様々な要求特性が
ある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
通常、塗布型の接触媒体は、水溶性高分子、水溶性溶剤、保湿剤、防腐剤等と水を含有す
る組成物から構成され、その粘度は、腹部や胸部等診断面に対して接触媒体が容易に流れ
ないよう、２５℃で２万～１２万ｍＰａ・ｓという高粘度にされる。このため、塗布時の
伸びや感触（さらっとした感触）が良いことが操作性の向上には要望される。また、体表
面の様々な成分、特に汗中の塩類の影響を受けると粘度が低下して塗布後のダレが発生し
てしまうため、耐塩性に優れることも望まれる。特許文献１には、カルボキシビニルポリ
マーの塩とキサンタンガムとを含有する超音波診断用のゲル組成物が記載されており、そ
の硬度は２０～４０が好ましいとされていることから、超音波診断用の塗布型接触媒体と
しての使用が示唆される。しかし、塗布時の伸びや感触等の操作性や耐塩性については、
更なる改良が要望されている。
【０００４】
本発明の課題は、実用的な粘度を維持した上で塗布時の伸びや感触等の操作性が向上し、
更に耐塩性にも優れた超音波診断用の塗布型接触媒体を提供することである。
【０００５】
【特許文献１】
特開平１１－３１８８９８号公報
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、（ａ）カルボキシビニルポリマー〔以下、（ａ）成分という〕０．０１～２重
量％、（ｂ）（メタ）アクリル酸／（メタ）アクリル酸エステル共重合体〔以下、（ｂ）
成分という〕０．０１～２重量％を含有する超音波診断用の塗布型接触媒体に関する。な
お、（メタ）アクリル酸は、アクリル酸、メタクリル酸及びこれらの混合物を意味する。
また、（メタ）アクリル酸エステルは、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステル及び
これらの混合物を意味する。
【０００７】
【発明の実施の形態】
＜（ａ）成分＞
（ａ）成分のカルボキシビニルポリマーとは、カルボキシル基を持つ酸性高分子化合物で
、主たる構成モノマーがアクリル酸であるポリマーであり、架橋剤としてモル比でアクリ
ル酸１００に対して０．１未満の（メタ）アクリル酸エステルを含むものであってもよく
、通常化粧料や医薬外用剤で使用されるものを限定なく使用することが出来る。この様な
カルボキシビニルポリマーとしては、例えば、ノベオン社（Ｎｏｖｅｏｎ　Ｉｎｃ．）製
のカーボポール９８０、カーボポール９８１等の市販品を用いることができる。これらは
、２種以上を併用することもできる。更に、（ａ）成分は、生理的に許容される塩の形態
であっても良く、例えば、ナトリウム、カリウムなどのアルカリ金属塩、カルシウム、マ
グネシウムなどのアルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、トリエチルアミンやトリエタノ
ールアミン等の有機アミン塩、リジンやアルギニンなどの塩基性アミノ酸塩等が例示でき
、この中ではアルカリ金属塩が好ましく、中でもナトリウム塩が特に好ましい。（ａ）成
分の分子量、単量体の種類やモル比等は限定されない。
【０００８】
（ａ）成分の分子量は５０万～１０００万が好ましい。接触媒体として低粘度品を調製す
るためには、（ａ）成分の分子量が５０万～２００万のものを適宜用いるのが好ましい。
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また、（ａ）成分は、構成単量体がアクリル酸９９．９モル％以上、特にアクリル酸のみ
のものが好ましい。
【０００９】
＜（ｂ）成分＞
（ｂ）成分は、（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリル酸エステルを共重合することによ
り得られる。このうち、（メタ）アクリル酸エステルは、エステルを構成する炭化水素基
はアルキル基が好ましく、その炭素数は８～３０、更に１０～３０、特に１０～２２が好
ましい。また、（ｂ）成分は、炭素数２～４のアルキレンオキサイド（以下、ＡＯという
）に由来する構成単位を含んでいても良く、ＡＯとしてはエチレンオキサイド、プロピレ
ンオキサイド、好ましくはエチレンオキサイドが挙げられる。ＡＯの平均付加モル数は５
～２０が好ましい。（ｂ）成分としては、例えば、ノベオン社（Ｎｏｖｅｏｎ　Ｉｎｃ．
）製のカーボポールＥＴＤ２０２０等の市販品を用いることができる。これらは、２種以
上を併用することもできる。（ｂ）成分の分子量、単量体の種類やモル比等は限定されな
い。
【００１０】
（ｂ）成分は、０．２重量％水溶液を水酸化ナトリウムでｐＨ７に調整したものについて
、後述の実施例の方法で測定した粘度が５０００～５００００ｍＰａ・ｓ、更に１０００
０～４００００ｍＰａ・ｓ、特に１４０００～３２０００ｍＰａ・ｓであることが好まし
い。
【００１１】
また、（ｂ）成分の単量体の比率は、モル比で（メタ）アクリル酸１００に対して（メタ
）アクリル酸エステルを０．２～１０が好ましく、特に０．５～５が好ましく、ＡＯ由来
の構成単位を導入する場合は、（メタ）アクリル酸エステルのＡＯ付加物及び／又は（メ
タ）アクリル酸ＡＯ付加物を、モル比で（メタ）アクリル酸１００に対して０～１０用い
ることが好ましい。具体的な単量体のモル比は、アクリル酸１００モルに対して、メタク
リル酸エステル０．２～１０モル、好ましくは０．５～５モル、（メタ）アクリル酸エス
テルのＡＯ付加物及び／又は（メタ）アクリル酸ＡＯ付加物０～１０モル、好ましくは０
．５～５モルが挙げられる。
【００１２】
＜塗布型接触媒体＞
本発明の塗布型接触媒体は、上記（ａ）成分を０．０１～２重量％、（ｂ）成分を０．０
１～２重量％含有する。（ａ）成分は０．０１～１重量％、更に０．１～０．９重量％が
好ましい。また、（ｂ）成分は０．０１～１重量％、更に０．１～０．９重量％が好まし
い。
【００１３】
また、本発明の塗布型接触媒体は、（ａ）成分と（ｂ）成分との合計で２重量％以下含有
することが、超音波の減衰防止及びＳ／Ｎ比の向上の点で好ましく、更に０．０２～１重
量％、特に０．２～１重量％が好ましい。
【００１４】
また、（ａ）成分と（ｂ）成分の重量比は、（ａ）／（ｂ）＝１００／１～１／１００、
更に５０／１～１／５０、特に１０／１～１／１０が接触媒体の品質（耐塩性、流動特性
等）保持の点で好ましい。
【００１５】
本発明の塗布型接触媒体は、２５℃における粘度が２０，０００～１２０，０００ｍＰａ
・ｓ、更に２５，０００～１２０，０００ｍＰａ・ｓであることが好ましい。この粘度は
、２５℃の接触媒体について、ヘリカルスタンド付きＢ８Ｒ型粘度計でローターＣ、回転
数５ｒｐｍ、測定時間１分の条件で測定したものである。粘度の調整は、（ａ）成分と（
ｂ）成分の種類や併用比率などにより行うことができる。
【００１６】
本発明の塗布型接触媒体は、上記（ａ）成分、（ｂ）成分以外に、通常化粧料や医薬外用
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かかる任意成分としては、例えば、ワセリンやマイクロクリスタリンワックス等のような
炭化水素類、ホホバ油やゲイロウ等のエステル類、牛脂、オリーブ油等のトリグリセライ
ド類、セタノール、オレイルアルコール等の高級アルコール類、ステアリン酸、オレイン
酸等の脂肪酸、グリセリンや１，３－ブタンジオール等の多価アルコール類、非イオン界
面活性剤、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、エタノール、防
腐剤、紫外線吸収剤、抗酸化剤、キレート剤、色素、粉体類等が挙げられる。また、本発
明の塗布型接触媒体は、通常、上記（ａ）成分、（ｂ）成分、任意成分及び残部の水を含
有するゲル状の組成物である。
【００１７】
【発明の効果】
本発明の塗布型接触媒体は、実用的な粘度を維持した上で塗布時の伸び、感触に優れ、且
つ耐塩性にも優れている。
【００１８】
【実施例】
表１の接触媒体を調製し、以下の方法で耐塩性、伸び、感触を評価した。結果を表１に示
す。また、接触媒体の２５℃における粘度（初期粘度）をヘリカルスタンド付きＢ８Ｒ型
粘度計でローターＣ、回転数５ｒｐｍで測定し、５重量％水溶液の２５℃におけるｐＨを
測定した。これらの結果も併せて表１に示す。
【００１９】
（１）耐塩性
接触媒体３０ｇに対して１重量％食塩水を２．５ｇ添加し、均一に混合した後の２５℃に
おける粘度を初期粘度と同様に測定し、初期粘度と比較し、粘度の保持率を以下の式によ
り算出した。保持率が６０％以上であれば○、６０％未満であれば×と評価した。
保持率（％）＝〔Ｐ１÷Ｐ０〕×１００
Ｐ１：食塩水を添加した接触媒体の粘度（ｍＰａ・ｓ）
Ｐ０：接触媒体の初期粘度（ｍＰａ・ｓ）
【００２０】
（２）伸び
平滑なアクリル板（３０ｃｍ×５０ｃｍ）に、接触媒体２ｇを幅０．５ｃｍ、長さ２ｃｍ
に塗布し、その上に移動用アクリル板（５ｃｍ×５ｃｍ）を載せ、５０ｇの負荷をかけて
前記移動用アクリル板を水平方向に毎秒２ｃｍの速度で移動させたときに形成される接触
媒体の帯の長さを測定する。帯の長さが５０ｃｍ以上のものを○、５０ｃｍ未満のものを
×と評価した。
【００２１】
（３）感触
熟練した超音波検査技師１０人により、皮膚への塗布剤としての感触の良さ（違和感の有
無等）を判断した。「感触がよい」とした人数が８人以上のものを○、７人以下のものを
×と評価した。
【００２２】
【表１】
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